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 「オンライン版 戦後社会保障制度関係資料」は、東京大学経済学部資料室作成の目録

をもとに、データベースとして再編したものである。データベース化にあたっては、適宜

加筆・修正を加えた。掲載順序は後述の分類を設定の上、原則として資料の現秩序に沿っ

て並べた。データベースの各項目は、次の通りである。 

 

（１）資料番号 

東京大学経済学部資料室作成の目録に付された番号を踏襲している。資料番号は枝番号

で階層構造を示している。 

 

（２）資料名 

基本的に標題がついているものには、その標題を記したが、無題のものについては、〔 〕

とともに、資料名を付している。 

 

（３）作成年月日 

基本的に、原資料に付されている年月日を西暦で付した。 

 

（４）指定 

文書作成の時点で指定された「極秘」「秘」などの指定区分である。 

 

（５）作成者、宛先 

文書の発信者、起案者名等は、便宜的に作成者とまとめた。 

 

（６）大分類 

資料の原秩序を尊重しつつ、内容に即して分類を設定した。 

 

（７）数量 

資料の部数を基本とし、場合によっては、枚数を記載している。 

 

（８）備考 

その他、上記諸項目で表せなかった事項、原資料に付された印や文書番号、書き込み等

について記した。 

 

・画像について 

原資料そのものの劣化により、判読しがたい部分があることを了承されたい。 


